
環境保全分科会

次世代につなぐ
「水」の保全活動と公民館

平成26年10月10日（金）

岡山市立藤田公民館・富山公民館・高島公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
岡山市立富山公民館の長畑です。これより、岡山市公民館から「次世代につなぐ「水」の保全活動と公民館」について報告させていただきます。★印はアニメーションを動かすためのクリックをする場所です。　　ページ移動は、その都度クリックしてください



大きな河川

雨が少ない

１ 岡山市と「水」との関わり

岡山県

水路をめぐらして

水の豊かなまちへ

岡山市

旭川

吉井川

倉安川

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
岡山市は、日本でも有数の降雨量の少ない土地です。★そのため、川から引き込んだ水を　張り巡らした水路に流し、★農業や暮らしに利用してきました。



水を大切にしてきた

１ 岡山市と「水」との関わり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★暮らしにかかすことのできない「水」は誰もが大切にするものでした。そこにはいろいろな動物や植物が生息し、水辺で遊ぶ子どもたちの姿もありました。



１ 岡山市と「水」との関わり

都市化

工業化

開 発

きれいな水への
関心の低下

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、経済が発展し、開発が進むうち、人々の「水」への関心は薄くなり、★自分たちが出す生活排水で、大切な「水」を平気で汚すようになりました。



２ 環境の取り組みと公民館

児島湖

岡山市

アオコの大量発生

フナ漁

1980年代前半～児島湖の水質汚濁

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1980年前半から、岡山市南部にある「児島湖」の水質汚濁が進み、★1995年には、全国ワースト4位となってしまいました。〈写真の説明〉・富栄養化によって「アオコ」が大量発生した水面です。・その汚れた水環境でも「フナ漁」が続けられている様子の写真です。（続けざるをえない）



児島湖の汚染度グラフ

２ 環境の取り組みと公民館
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大きな原因のひとつとしてあげられたのが、家庭で使われている「合成洗剤」やディスポーザーの使用などによる「生ごみくず」がそのまま流されていた『生活排水』でした。〈図の説明〉★ワースト4位になってしまった・少しずつ改善してはいるが、CODの値は停滞ぎみそれでもランクがあがっている（13位が9位になっている・悪くなっている）ということは、他の地域の湖沼対策がかなり進んでいるのかな？と思われる。（もう少しがんばらなくては…）



水環境の改善に向けて

２ 環境の取り組みと公民館

市民活動

行政（法整備など）

公民館

児島湖

環境講座
廃油せっけんづくり など

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★そんな水環境に危機を感じた人々による市民活動や★法整備など、行政による働きかけ★公民館を会場とした、環境を考える講座や廃油石けんづくりなど、地域住民へ向けての取り組みが始まりました。〈写真についての説明〉・児島湖一斉清掃・合成洗剤の使用が水質汚濁につながるとして、婦人会が中心となり、環境にやさしい石けんの使用を増やす取り組みや、廃油石けんづくりが各地の公民館で行われました



活動の充実・広がりへ

２ 環境の取り組みと公民館

活動の
拠点

地区での
環境意識
啓発の場

市民活動 行政身近な場所

たくさんの人に
学んでもらう

活動を広げる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、市民活動をより多くの人に広げたくても、なかなかうまくいかないまた、行政も、岡山市全体や、各地区での啓発活動を行う場合、少人数の課では、より早く、より多くの人に活動を広げることが困難といったことから★身近なところで、たくさんの人に学んでもらえる場、ともに活動を広げる拠点が必要となりました。そして、その場として「岡山市の公民館」が着目されることとなったのです。



公民館というところ

２ 環境の取り組みと公民館

中学校区に
一つ

学びの場

人がいる

気軽に
集える

活動の記録
資料の保存公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★岡山市の公民館は、１中学校区に１館設置されており、★学びの場★常に人がいる（コーディネーター役、相談相手など）★（話し合いなどで）気軽に集える★（活動の記録や資料などを）ストックできる　という　特徴や機能をもっています。 地域の人が集い、学ぶ場である公民館は、市政の課題や情報をより多くの人に伝える場として、また、市民活動の拠点として、最適の場所だったわけです。



公民館を拠点とした取り組みへ

２ 環境の取り組みと公民館

公民館市民活動

行政の動き

職員の地域課題への意識の高まり

環境への取り組みへ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1990年代の岡山市の公民館は、職員も専門職ではなく、講座も個人の趣味・教養を高めるための内容が中心で、「環境問題」のような地域の課題には取り組めていませんでした。★しかし、このような市民活動や、行政の動きが★公民館職員の意識向上に大きな影響を与えることとなり、★公民館を拠点とした「環境」への取り組みが本格的に始まることにつながりました。



住民とともに取り組む活動

３ 公民館での環境保全活動

ごみ・リサイクル

生物多様性

自然保護

地球環境

エネルギー

自然破壊 公害

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★そうして始まった公民館での「環境」への取り組みは、★行政や公民館主体で開催されるものから、★次第に地域住民による企画委員会や、ボランティアスタッフなど、住民と公民館がともに取り組むものへと変わっていきました。★そして、次なる課題、たとえば、自然保護や生物多様性、ごみ減量・リサイクルやエネルギー、地球環境などの解決のための活動へと展開・発展していくようになりました。また、公民館での学習をきっかけに、地域で主体的に活動を始める人が出てくるようになりました。



活動からの発展

３ 公民館での環境保全活動

アユモドキ調査

水辺でのイカダ遊び

アユモドキ
(天然記念物）

＊絶滅危惧種

森林公園での探鳥会

高島公民館「わくわくふるさと探検隊」(1997年～)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的な活動例をいくつかご紹介します。高島公民館で行われている「わくわくふるさと探検隊」は１９９７年からはじまった主催講座で、企画・運営には、「高島・旭竜エコミュージアムを語る会」のメンバーが携わってくれています。講座では、地域の子どもたちや保護者を対象に、川や水路に暮らす淡水魚を観察したり、いかだで川下りをするなどの水辺遊び、竜の口山の森林を活用したリースづくりや探鳥会、河川敷の食べられる植物を採取し、みんなで食べる会などを開催しています。また、地域の水路に暮らす天然記念物「アユモドキ」の稚魚の自然繁殖状況を調べる調査に参加したり、川遊びの際には、外来種の水草を除去するなど、楽しい体験を共有するだけでなく、保護活動への理解や行動につなげるような取り組みも行っています。



活動からの発展

３ 公民館での環境保全活動

まとめ冊子

旭川源流の碑建立

合同発表会

８公民館による「旭川合同講座」(2002年～2007年)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、旭川の流域にある８つの公民館が合同で取り組んだのが「あそぼう！さがそう！ひろげよう！～川と私たちのくらし～」です。　これは、上流域から下流域までのそれぞれの公民館が、同じ「旭川」について、水質調査や生き物調査などを行ったり、合同で活動報告会や源流の碑リレーなどを行ったものです。現在は合同では行われていませんが、その取り組みは、今でも各館で受け継がれています。



源流体験エコツアー

活動からの発展

３ 公民館での環境保全活動

環境点検

京山公民館「 KEEP（京山地区ESD環境プロジェクト） 」(2004年～)

2014.04.17 観音寺用水「緑と水の道」完成式典

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、京山公民館では、2004年に京山地区の全公立学校、公民館など社会教育機関、NPO、地域コミュニティ、地場企業等が連携して「KEEP」（京山地区ESD環境プロジェクト）が立ち上がり、様々な活動が行われています。その中のひとつ「地域の環境てんけん活動」は、中学生をリーダーにして、小・中学生を中心に小・中・高・大学生と社会人の全世代が一緒に、京山地区内の水辺、緑、まちの環境てんけんを実施するものです。★この活動に参加している子どもたちからの提案により2007年から始まった「緑と水の道プロジェクト」は、行政と地域が一体となって取り組みを続け、7年後の今年4月、観音寺用水「緑と水の道」として完成し、子どもたちの環境学習や自然体験の場として活用されることとなりました。



学習から行動へ

３ 公民館での環境保全活動

継続した
学習

水・川を
大切にする
気持ちが
育つ

主体的に
活動する

人が出てくる

公
民
館
は

活
動
を
支
援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この他にも、すべての公民館で様々な「環境」の取り組みが行われています。どの講座も、楽しみながら体験し、体験を通して学ぶことを大切にしていることもあり、地域での仲間づくりの場にもなっています。高島や京山の事例でも、多くの住民が関わってくれていることを見ていただきましたが、学習を継続することで、水や川を大切にする気持ちが育ち、主体的に活動する人が出てくる　ということが、公民館での学びの形となっていきました。そして、このような公民館とともに活動しているグループの中から、住民が主体的に、すべての企画・運営を行い、予算も確保しながら、地域のための活動を展開するといった事例が出てくるようになりました。



４ 住民主体の活動へ

富山公民館「富山の自然を楽しむ会」

富山の自然を楽しむ会メンバー

汚水の垂れ流し

川での魚とり 生き物調査水質調査倉安川ウォーキング

舟に乗って川下り

清掃作業啓発のぼりの設置

岡山市

旭川
吉井川

倉安川

富山公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富山の事例「富山の自然を楽しむ会」は、2001年に始まった、地域の歴史や環境問題、自然体験について、子どもも大人も一緒に楽しく学習・体験を行うことを目的とした「富山の自然発見隊」が元となっています。詳しい活動内容については、資料をお配りしていますので、そちらをご覧ください。 富山学区を流れる「倉安川」は、江戸時代につくられた運河で、300年以上の歴史のある川です。しかし、農業用水が利用される夏の間（6月～9月）には、多くの水が流れますが、それ以外の間（10月～5月）には、わずかな山瀬水と生活雑排水が流れるだけの、泥とゴミがたまった悪臭を放つ死の川でした。　そこで、「富山の自然を楽しむ会」が発起人となり、『「倉安川」に年間を通して水を流し、きれいな川にしよう！』を合言葉に2008年から運動が始まりました。　清掃活動をしながら、行政機関との協議を重ね、関係者の方にもご理解をいただき、翌2009年10月14日から通水が実現しました。会員のみなさん、そして、地域のみなさんの努力によって、「倉安川」は生きた川となり、今では小魚たちも泳ぐようになっています。 



４ 住民主体の活動へ

富山公民館「富山の自然を楽しむ会」

みむら みつぎ

代表の 實村 貢さん にインタビューをしました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この活動に取り組んでいる、實村さんに、活動への思いをおたずねしました。（インタビュー）Ｑ.  なぜ、このような活動に取り組めるのかＱ．これからの活動について（子どもたちに何を伝えたいのか）



４ 住民主体の活動へ



５ きれいな水を次世代へ

次世代に何をつなぐか

環境保全の
大切さ

今までの
取り組みの継承

↓
取り組みを引き
継ぐ人材が育つ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
★このように、公民館や地域で、子どもたち、地域の方たちに向けた様々な「水」に関わる取り組みが行われています。その根底には、きれいな「水」「環境」を次世代につなげていきたい！という強い思いがあります。★そのためには、環境保全の大切さを伝えると同時に、今までの取り組みを継承していくこと、つまり、取り組みを引き継ぐ人材が育っていくことが必要となります。



５ きれいな水を次世代へ

課題

環境保全活動継続の危機

取り組みを始めた
世代の高齢化

若い世代の
担い手不足

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、ここで大きな課題となるのが、取り組みを始めた頃の、現在中心的に活動してくれている世代の高齢化。そして、若い世代の担い手不足です。これは、多くの活動に共通する課題でもあります。★このことが今、環境保全活動の継続を危うくしています。



５ きれいな水を次世代へ

私たちにできること

きれいな水

環境悪化

改善して今の
きれいな水

ここでの取り組み・
思いを伝える

きれいな水を
悪化しないようにする

ための取り組み

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
きれいな「水」を次世代に伝えるためには、ホタルや淡水魚の観察会のような、★今あるきれいな「水」を、体験を通し、水質を悪化させないようにするための取り組みだけでなく、★もともとはきれいだった「水」が、環境の悪化とともに汚い水になってしまったということそして、その「水」を改善させるために、清掃活動や水質検査などに取り組んできたこと、★そこでの苦労、人々の思いを、次の世代に伝えていくことが大切だと考えています。



５ きれいな水を次世代へ

地域の
情報交換の場

地域社会で
暮らす術を学ぶ

学びの場

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高島学区には、今でも水路の「水」を暮らしにいかすことのできる「川市」という水場があります。昔、そこは、★地域の情報交換の場であり、★地域社会で暮らしていくためのすべを学ぶ、学びの場でもありました。　「流れる水は、人にものを考えさせる力がある」と言われてきたそうです。 



ご清聴
ありがとうございました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公民館では、これからも、地域や学校などと協力しながら、次世代を担う子どもたちや大人が「水」について学び、考え、行動につなげていくことができるような取り組みを　続けていきたいと思います。これにて、岡山市公民館からの発表は終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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